
 
 

＜第４０５６回＞ 

目的地：犬鳴山（泉南） 

担当者：泉文子 

実施日：２０２０年８月１６日（日） 

形 式：日帰りハイキング 

費 用：2,180円（南海難波駅発着） 

参加者：１１名 

今道晴雄・茨木宏治・白神智・鈴木雅子・松原清・松原博美・森田千幸・横山寿美・山本勉・渡辺佳治・泉

文子 

天 気：晴れ 

行 程：五本松→高城山のコースが台風の影響により荒れているため、バス停⇔ハイランドパーク粉河への

往復へ変更。 

南海泉佐野駅バス(9:10)⇒(9:45)犬鳴山バス停(9:55)→(10:20)不動明広場→(10:35)行者の滝→(10:55)ト

ンネル→(11:25)五本松へのゲート→(12:30)五本松→(12:35)ハイランドパーク粉河[昼食](13:10)→

(14:30)不動明王広場→(15:05)森WOODカフェ[解散]→犬鳴山バス停15:50発で南海泉佐野駅へ 

 

感 想： 

 朝、地下鉄御堂筋線が人身事故で止まるというアクシデントに遭いながらも、泉佐野駅からタクシーで追

いかけて来られた山本さん。犬鳴山バス停でにこやかに笑顔で待ってくださっていた松原さんご夫妻。当日

連絡をいただいていたのに、自宅に携帯電話を忘れた能天気の担当者。頭が下がる思いで出発しました。犬

鳴川沿いでは早くもビールを片手にバーベキューをしている人や川遊びをする子供たちがいました。照りつ

ける太陽の下、不動明王もきっと「暑い～」と言いたいだろうなと思いつつお参りを済ませ行者の滝へ。滝

のそばでマイナスイオンに満たされたかったのに、憎きアブが私達を狙ってきました。ゲートまでの間でト

ンネルがあり冷んやりした空気が有難かったですが、夜はきっと○○スポットとなり、見たくないものが見

える場所に変わるのでしょう。舗装道路が長く、照り返しの暑さに辟易しながらも、小まめに休憩し進みま

した。高城山への分岐ポイントで、すでに倒木が見えており山道が荒れていることがわかりました。ゲート

を通過し「階段→舗装道路→階段」を何度か繰り返して五本松に到着。ハイランドパーク粉河で昼食としま

した。アイスクリームが食べられる！と期待していましたが、残念ながら販売していませんでした。コース

を変更したことで、下山は15時50分発のバスまでに余裕があり、途中でかき氷と缶ビールで時間調整を行う

こととし解散しました。本当に暑い中、ひとつも山頂を踏まない例会に参加していただいた皆様、ありがと

うございました。 


